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休日当番医　内科

Contents

11月  1日（日）
11月  3日（火・祝）
11月  8日（日）
11月15日（日）
11月22日（日）
11月23日（月・祝）
11月29日（日）
12月  6日（日）
12月13日（日）

いそべクリニック
市立碓氷病院
もてき内科医院
須藤病院
市立碓氷病院
松井田病院
藤巻医院
アミヤ医院
市立碓氷病院

027－385－0303
027－385－8221
027－382－2510
027－382－3131
027－385－8221
027－393－1301
027－393－1324
027－385－1511
027－385－8221

外科
松井田病院
市立碓氷病院
正田病院
須藤病院
市立碓氷病院
松井田病院
正田病院
須藤病院
市立碓氷病院

027－393－1301
027－385－8221
027－382－1123
027－382－3131
027－385－8221
027－393－1301
027－382－1123
027－382－3131
027－385－8221

11/1～12/15

市立碓氷病院、須藤病院、正田病院、松井田病院以外の内科当番医の診療
時間は午前9時から午後6時までです。それ以降は外科の当番医で受診し
てください。

安中市医師会■HP ▶

あんなかスマイルパーク

恵みの湯
峠の湯
鉄道文化むら
文化センター

（※図書館のみ休館）
文化会館
碓氷川熱帯植物園
安中しんくみスポーツセンター
（※温水プールのみ休業）
学習の森

（※ふるさと学習館のみ休業）
いきいき長寿センター

11/3・4・10・17・24・25
12/1・8・15
11/4・17　12/1・15
11/10・24　12/7～17（工事のため）
11/4・10・17・24　12/1・8・15
11/4・10・17・24・25
12/1・8・15
※11/7・20・30
11/2・9・16・24・30　12/7・14
11/4・10・17・24　12/1・8・15
11/2・4・16・19～22・24　12/7
※11/9・30　12/14
11/4・10・17・24・25
12/1・8・15
※11/26・27
11/2・4・9・16・23・24・30
12/7・14

11/1～12/15休館案内

-特集自性寺焼　青木　昇
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安中市各会計の決算報告
人事行政の運営等の状況について
オレンジリボン・児童虐待防止
推進キャンペーン

くらし・手続
書かない窓口システムを導入しました
資源・ごみ分別アプリ「さんあ～る」
配信開始

子育て・教育
あんなか☆こども未来プロジェクト
「あそび場プロデューサー」大募集
ほめて育てるコミュニケーション・
トレーニング講座

健康・医療・福祉
11月30日は「人生会議の日」
イベント・スポーツ
JA碓氷安中農業まつりを開催します
ANNAKA CHRISTMAS MARKET
文化・生涯学習
人権教育講演会のお知らせ
手話コーナー

インフォメーション
市総合運動公園陸上競技場に
愛称がつきました
給食レシピ
市長コラム

使ってみよう！公共交通
集落支援員活動報告
男女共同参画推進委員会
婚活応援イベントを開催します
消費生活センターからのお知らせ
クローズアップ

相談

うすい街道寄席　春風亭一之輔
林家つる子　二人会
映画観賞会「侍タイムスリッパー」

　自性寺焼は、江戸時代中期頃から下秋間自性寺の地で
盛んに焼かれていた焼き物です。当時は自性寺焼の最盛
期としてたくさんの焼き物が生産されました。主に民衆
の日常用として作られた民芸的な陶器でしたが、芸術味
豊かな作品や、陶器としての温もりのある風合いをそな
えた焼き締め陶器や釉薬陶器が焼かれていました。
　その後、明治38（1905）年に最後まで操業していた窯
元が栃木県の益子に移り、自性寺焼の伝統は途絶えてし
まいますが、昭和54（1979）年に青木昇さんにより復興
されました。

男性  25,813人（   －19）
女性  26,478人（   －37）
計  52,291人（   －56）
24,807世帯（     －2）

人口と世帯（9月末日現在）（前月比）

自性寺焼
　青木さんは、昭和21（1946）年に前橋市
で生まれました。幼少時代は、勉強よりも
畑仕事の手伝いをする中で土に触れて育ち
ました。高校を卒業後は、京都で染め物の
職に就きました。京都での生活は、文学に
触れることはもちろん、京都ならではの文
化や人情など、群馬では味わうことのでき
ない経験となりました。その後、群馬に戻
り、木工会社へ就職しました。青木さん
は、手づくりの家具を作りたいという思い
がありましたが、思い叶わず、生産管理を
任されることになりました。その後も熱心
に働きながらも自分に問いかけます。
「自分が本当にやりたいことは何なのか」
　
陶芸家として
　友人から「益子焼」をプレゼントされた
青木さんは、手にした瞬間に衝撃が走りま
した。これは、その後の陶芸家としての人
生のはじまりとなるきっかけになりまし
た。「自分が本当にやりたいことはこれ
だ」と。このとき25歳でした。
　その後、独学で作陶を学び、作って焼い
て考えてを繰り返し、準備期間を経て、友
人と吉岡町に工房「水沢陶芸苑」を開設し
ました。観光客向けの陶芸体験教室を開き
ながら陶芸家としての経験を積んでいる最
中、新たな気持ちが芽生えます。
「その地の土を使って焼き物をつくりたい」

青木  昇

ゆうやく


